
第 4学年 2組   社会科（プログラミング）学習指導案 
 
1 単元名 わたしたちの県 
 
2 ソフトウェア活用の視点 
  本授業では、小学校４年社会科「私たちの県」の単元で都道府県の名称や位置について地図
帳などの資料を利用して調べ，都道府県の特色についての理解を深めるために「Scratch」を
活用するものである。児童は，これまでに Programing at School研究会が作成したプログラ
ムを活用し，「Scratch」の基本操作やアルゴリズムについて学んでいる。そこで，児童が調べ
た都道府県の特色について「Scratch」で表現する活動を取り入れることにする。都道府県に
ついて興味を喚起させる手段として，「Scratch」で特産品や県庁所在地などを表示するプログ
ラムを組んだり，友達が組んだプログラムについて意見を交換し合ったりすることで，理解を
深めていきたいと考える。 

 
3 全体指導計画（本時は 3時） 

時 学 習 内 容 
1 都道府県について特色を調べる。 
2 都道府県の特色について意見を交換し，その県だけに当てはまる条件を絞る。 
3 都道府県の特色を「Scratch」で作成する。 

 4◎ 特色についてまとめたプログラムを改善するために話し合う。 
5 都道府県の特色について発表しあい，理解を深め合う。 

 
4 本時の目標 
  特色についてまとめたプログラムについて話し合い，都道府県の特色を理解することができ
る。 
 
5 学習活動（ソフトウェア型） 
 学 習 活 動 指導の方法・留意点（◎評価） 
導 入 ・本時の課題を確認する。 

 
都道府県の特色をまとめ

よう。 

・前時までに作成した「都道府県の特色」の内容
について確認する。 

・間違いのあるサンプルプログラムを示し，正し
いプログラムに直すための，意識付けを図る。 

展 開 ・前時に組んだプログラムを再
考する。 

 
 
・都道府県の特色が正しいかグ
ループ内で確認する。 

 
 
 
・グループ内でプログラムが正
しく動くか確認し，手直しす
る。 

・前時に作ったプログラムを確認する。 
・プログラムが完成している児童は，進度の遅れ
ている児童のプログラミングを支援させる。 

 
・地図帳や資料を利用しても良いことを伝え，特
色を確かめられるようにする。 

・一つの県の特色に条件が絞り込めるようにす
る。 
 
・完成したプログラムをもとに，プログラムが正
常に動くか確認する。 

・グループ内で各自が組んだプログラムを実行
し，ワークシートやホワイトボードを用いて，
意見交換しながら，プログラムが正しく動くか
確認し，修正するようにする。 

まとめ ・グループ内で発表し合う。 
 
・グループの中で推薦したい作
品を全体に紹介する。 

 
 
 
・次時の活動内容を確認する。 

・グループ内で発表し合い，ヒントやプログラム
の改善点について意見交換する。 

・どういう点がよいと思ったのか，アドバイス 
などを参考に根拠を明確にして，発表させる。 

 
◎都道府県の特色を理解することができる。 

（ワークシート） 

 


